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Probably, many those who visualize the figure which goes a town back and forth have those who imagine 
a high-rise building group as an image of big city Tokyo, and many persons. How much those who 
visualize the waterside sure enough are needed? In fact, those who have a view of the Tokyo = waterside 
think that they are seldom. However, when looked at historically, water existed as a rich town and the 
relation of Tokyo with people was also very strong. Although such attractive space tended to disappear 
with the current of the times, the motion which it tries to regain in recent years came to be seen. It will 
become important to think of how to the state of the waterside space in Tokyo of such the present, people 
face each other and have relation.  
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１． 背景 
大都市東京のイメージとして高層のビル群を想像する
人や大勢の人が街を行き交う姿を思い描く人は大勢いる
だろう。果たして水辺を思い浮かべる人はどのくらいい
るのだろうか。事実、東京＝水辺という考え方をする人
は余りいないと思う。しかし、歴史的に見てみると東京
は水が豊かな街として存在しており、人との繋がりも実
に強いものだった。そんな魅力的な空間が時代の流れと
共に消滅しようとしていたが、近年取り戻そうとする動
きが見られるようになった。そんな現在の東京にある水
辺空間のあり方に対して、人がどのように向き合い関わ
りを持つのかを考えていく事が重要になるだろう。 
 
２． 目的 
水辺、特に河川の歩行空間と建築との距離感に着目し
たとき関わり方の希薄さに気づかされる。いかに、建築
を用いて川と人との繋がりを強いものにしていけるか考
えたとき水辺の公園の存在が浮かび上がった。河川の歩
行空間と最も密接に関わりのある公園の空間に建築が存
在したらどうなるのだろうか。そこで、東京の中でも河
川が多く存在する江東デルタ地帯の水辺に人々が集い活
動や交流が生まれる空間を設けることで、単に移動する
だけの場ではない新しい賑わいを創り出すことが本設計
研究の目的である。 
 
３． 研究方法 
 まず、東京の隅田川から東側にある江戸川までの広い
範囲にかけての河川の現状での使われ方について調査す
る。そして、河川が多く存在する江東デルタ地帯の河川
に絞り調査をおこなった。調査項目としては、河川の現
状・水上交通としての利用・電車との関係性・水辺の歩
行空間と建築との関わり・観光としての使われ方などを
調査し各河川の特徴を把握していく。また、歴史的な事
例を研究することで現在との違いを理解し河川と人との
繋がり方を再確認することで両者が共存可能な建築空間
を提案していく。 
 
４． 東京の河川 
（１）河川と電車の関わり方 
現在、東京の特徴として移動手段に電車を数多くの人
が利用することが挙げられるだろう。そこで、河川と電
車の関係性を調査した。隅田川流域は、縦横に且つ短距
離で駅舎が存在するのに対し荒川または江戸川の流域は
縦の交通が希薄で距離も長めになっている。これは、都
心に近づくに連れて需要が多くなることが理由の一つと
して考えられる。そこで、河川を有効的に利用し希薄と
なっている縦の移動手段を今以上に優れたものにするた
めに河川沿いの状況を知ることが重要になると考えた。 
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（２）水辺の観光利用 
東京の河川は、観光としても使われる。その中でも、
主に隅田川と東京湾岸エリアの航路が主流となっている。
これは、観光地としての集客性を備えた場所である浅草
やお台場が存在するからだろう。しかし、荒川の方に目
を向けると航路としては存在しているが停車する場所の
間隔が墨田川に比べ著しく長いことがわかる。これは、
観光地として人の集客に乏しいことが理由として挙げら
れる。現状では、水上バスの発着所が存在しているのみ
で全く使われなくなった場所も存在している。このこと
から、人が集まるような環境を河川に面した部分に創り
出すことで有効的に水辺の使い方が可能になると考えら
れる。 
 
（３）江東デルタ地帯について 
海抜ゼロメートル地域を含む江東デルタ地帯は東京都
の東部に位置し、東に荒川，西に隅田川，南に東京湾と
水に面した地域である。この地域には現在約 100 万人の
人々が住んでいるが、近年江東デルタ地帯では大規模水
害の危険性が指摘され内閣府によれば，最大で死者約
3,500 人，孤立者約 73 万人と，その被害は甚大である。
水害発生時の避難勧告や避難指示発令の遅れと住民の避
難意識の低さから、広域避難が実行されない可能性が考
えられるが、その場合には危険地域に居住する住民は多
大な被害を受ける可能性がある。この様な状況を改善す
る方法としては、対象地域の住民の緊急避難が重要であ
るが、その具体的な方法の検討は未だ十分行われていな
い。このような地域性が水辺との関わりを一層希薄にし
てしまった理由の一つとしてあげられる 
     
 
     図１ 地盤と河川の高さ関係 
 
（４）江東デルタ地帯を流れる河川 
江東デルタ地帯を流れる河川を調査し、最も人が集う
と思われる航路を想定した。スカイツリーが出来たこと
により一層集客性を増した浅草・押上エリアから大規模
な商業施設が多く存在する錦糸町を通り小名木川を介し
て旧中川に出て荒川ロックゲートを通り荒川に出るとい
うものだ。この航路上に、建築を計画してより河川との
繋がりが増すような場所を探すことにし敷地を選定する
ことにした。現状として、荒川・旧中川・隅田川・小名
木川など多くの河川は整備されきれいな歩行空間となっ
ているがそこで人が交流や活動を起こせるような空間が
乏しくただ通行するのみとなっている。 
 
５． 設計概要 
（１）建築・河川・公園の関係 
現状として水辺とその近隣に建てられた建築の使われ
方が分離しているパターンが多い。 
 
 
図 2 現状 
 
そこで、コモンセンスを捉えなおし公園を行政が管理
し公的な扱いにするばかりでなく私的な使われ方があっ
ても良いのではと考え河川・公園・建築と連続性を持っ
た一体感のあるものにする。 
 
 
図 3 提案 
 
（２）敷地概要 
本計画地は、旧中川と荒川に挟まれた場所に存在する
大島小松川公園風の広場である。小名木川と重なる場所
でもあり水辺環境が豊かな地域である。この地域は、工
場跡地を利用した開発が進められ集合住宅が数多く存在
している。住宅地として多くの学校もあり公園も点在し
ている。番所橋と呼ばれる橋が小名木川と旧中川の重な
る付近にあるのだが、過去に番所が存在し川を利用し物
資を運ぶ時の検査等がおこなわれた場所である。これら
のことから、歴史的に見ても水辺の賑わいが見られた地
域であることが伺える。大島小松川公園は、自由の広場・
わんさか広場・風の広場というように異なる場所に存在
する公園の総称を言う。これらは、主にスポーツを行う
使われ方と憩いとしての使われ方に分別できる。そこで、
今回の計画地である風の広場が憩うという要素を含んだ
公園であることを踏まえ用途を決定した。また、計画地
の場所は旧中川と荒川が繋がる場所に近接するために人
の出入りが少ないというのが現状である。場所の問題以
外にも自由の広場に人が多く集まるような現状も理由の
一つとして挙げられる。なので、人が集いそこで交流や
行動が起こるようにしたいと考えた。 
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（３）空間構成 
計画地は小高い敷地となっており、その現状を利用す
る。公園の土中に建築を計画していき、公園と一体とな
る建築を目指す。そのために、レベルが低い位置にある
河川側から建築を介してスロープで上がり公園に出られ
るようなアプローチとした。プログラムとしては、人が
集い活動や交流が起こる場を目的としているので音楽や
美術などの製作活動がおこなえる文化施設とギャラリー
を組み合わせた文化交流施設とした。また、人が公園を
ゆったりと歩いているイメージを建築に表現したかった
ので歩行空間とギャラリーとを部分的に組み合わせた。
そうすることで、歩きながらも止まれる空間を創り出し
歩くという部分に多様性を持たせた。土中に計画すると
いうことで光の取り入れが重要になってくると考えられ
る。そこで、光を多く取り入れる空間とそうでない空間
を創りだし、明暗のある空間にする。使い方を上手くわ
けて明るい空間では作業・活動を行い、暗い空間ではプ
ロジェクターなどを用いた抗議・説明などを行う空間に
することで光をより強調的に演出する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 明暗のある空間 
 
（４）プラン構成 
① 基本的に１F 建てで構成しスロープを用い立体的に
空間を移動する。 
② 創作活動の場は一つの大きな空間に美術・音楽・創作
などの各空間を配置しました。2 つのブースに分ける
ことで一方は音による賑わいを感じ、もう一方は視覚
的な賑わいを感じられるようにしました。また、各空
間の中心には交流スペースを設け異なる活動をしてい
る人の様子を見ることができ会話をしたり出来る空間
を設けました。 
③ 公園を散策する様子を建築の歩行空間に表現した。歩
いている中でギャラリーが点々と出現することで、た
だ通過するだけの歩行空間ではなく止まる・話すなど
多面性を持った通路にした。 
（５）外観構成 
 見た目では公園の変化に気がつかないような敷地と
一体感のあるものにする。採光を取るための、天窓や
壁が僅かに外部に突出するぐらいで建築の存在感を全
く感じさせないものとする。 
 
６． 結論 
本計画では、川と公園と建築この三つの関わり方に注
目して建築を考えてきた。東京の河川状況を特に江東デ
ルタ地帯に着目して調査した。調査していく中で水害か
ら街を守る・人を守るという行為が、少なからず人と水
辺との関係性を希薄なものにしていると感じた。しかし、
災害に対応した計画も非常に重要なことであり災害防止
と親水空間の創出の双方が、上手く絡みあうことで今以
上に人が水辺と触れ合うことが可能になると感じた。ま
た、河川沿いの建築提案に関してはその地域にあったも
のを計画することでその地域にしか見られないような活
動が発生し地域特有の水辺との関わり方が形成されてい
くと考えられる。今回は、旧中川に面し荒川・小名木川
と複数の河川が流れる地域を敷地とした。ここは、比較
的水辺の歩行空間が整備されており多くの公園が存在す
る。よって、公園と歩行空間の間に建築を介入させるこ
とで地域独自のコミュニティが生まれると考えた。提案
としては、緊急時避難場所にも指定されている小高い丘
になっている公園の土中に建築を計画していくことにし
た。用途は、ギャラリーと work shop がおこなえる文化
交流施設とした。水辺の公園に人が留まり、交流や活動
がおこなえる空間を創ることで単調となっている水辺と
公園の関係が増していくと考えた。人と川、街と川はこ
れからも相互に関係を築き上げていかなければならない。
その中で、いかに繋がりを持ちながら現代にあった新し
い関わり方ができるのかを考えていくことが必要不可欠
である。 
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